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東北地方太平洋沖地震の被災者支援について（申し入れ）
　貴職においては日々住民の命と暮らしを守るために御奮闘のことと思います。

　さて、11日午後2時46分頃、宮城県牡鹿半島沖１３０キロを震源地とする地震が発生し、それに伴う津波などにより東北地方太平洋沿岸を中心に大きな被害が発生しました。
今回の大地震は観測史上最大のマグニチュード８．８を記録し、１９９５年に起きた阪神淡路大震災（M７．３）の約１８０倍のというとてつもない大きさと言われており、被災地も大規模であり被災状況の把握にも時間を要するものであり、いまだに余震と津波が続いています。また、東京電力福島第１原発、第２原発で放射能漏れの危険が指摘されています。
　私たちは、住民の暮らしや命を守る自治体職員として、また阪神淡路の大震災を経験したものとして、被災地支援に積極的に関わるべきものと考え以下の事項を申し入れます。なお、労働組合としても独自の被災者支援カンパにとりくみます。
記

１．被災地の支援について国・府からの要請に積極的に応えられたい。
２．具体的な要請事項については、現場職員の意見を聴いて対応されたい。

３．貴自治体としても独自にできる支援策を具体化されたい。

